
日時：２０１5年 10月 8日（木） １８：３０～１９：３０

場所：岡山大学病院 マスカットキューブ

対象：医療関係者、学生

（日本医師会生涯教育制度単位取得対象）

テーマ ：がん患者における危機理論

第76回

緩和ケア勉強会のお知らせ

講師：近藤 真紀子先生

(岡山大学大学院保健学研究科)

申し込み不要、無料

院外参加者には駐車券あり

主催：岡山大学医師会、岡山大学病院緩和ケアチーム
お問合先：岡山大学病院腫瘍センター・緩和ケアセンター

〒700-8558 岡山市北区鹿田町2-5-1
Tel 086-235-6039 松岡順治

鍛治園誠
高下典子

がん患者の多くは、がんと診断された後の様々な局面において、がんに
よってもたらされる死への恐怖、再発への不安、身体的苦痛、機能喪失な
どから危機的状況に陥ると考えられています｡

今回、岡大保健学科の近藤先生よりがん患者の危機において理論に基づ
いて対応などお話していただきます｡ ぜひ参加してください｡

次回は11月12日（木）１８：３０～１９：３０
「緩和医療における心のケア」

精神科神経科
小田 幸治先生

岡山県緩和ケア普及促進事業


